
ａｐｓ
’ｌｅｔｔ６ｒ

煮戸．
「地価調査」特集号

期
平成１９年１０月

巡

ｖｏｌ．
１ ｒｅｖｉｖａｌ

＠週 去及 び今後の地 伍動句（名 古屋留の盆宅増・商業増・工 業増ノ

３ ０
．
０

２ ５
．
０

２ ０
．
０

１ ５
．
０

１０
．
０

５．
０

０
．
０

．５０・タ

一１ ０
．
０

一１ ５
．
０

＋ 住宅地
一〇一 商 業 地

工業 地

→ ← 名 目 ＧＤＰ

免行：アプス地価研究所

大野 興四超

名古屋市中村区則配

１－１３－９

ＴｅＯ５２（４５２）１２

６３

ｆａｘＯ５２（４５２）２４

６０

ＵＲＬ：

ｈｔｔ ： ｗｗ ｗ．ａ
６ｚ．

ｂｉｚ Ｍａｉｌ ：

ｉｎｆｏ＠ａ６ｚ．
ｂｉｚ

［短観］

地球 温 暖化 で一 昔前の 四 季の変 化 に異 変がみられます。 虫たちの 世界も同様 のようで すが、それでも北 へ移動し

てきたクマゼミの 鳴き声は流 石 に聞 かれません。

上 記はＳ５６～Ｈ１９年暑かった夏（７月１日時 点）の都 道 府県 地価 調査のうち名 古 屋圏 の住 宅地・商 業地・工業 地の各

対 前年 変 動率 の推 移を示しています。ちなみ に我が国 の名 目ＧＤＰ（国内 総生 産）の 対前 年伸 び率 の軌跡も併記しま

した。昭 和 末から平 成初 のバ ブル 以 来１０数年 の長 いなが 一いトンネルをぬけて、 やっとここ数年 にかけて舳 先（へさ

き）は 上向きバブル 再来 ？とさえ言わ れます。フロスというより矢 張りミニバ ブルでしょうか。

景 況 はＨ１５／ １月 を 底 に 回 復 を つ づ け
、

昨 年１１月 ‘い ざ な ぎ 景 気’を 超 え たと い わ れ ま す
。

名 古 屋 市 に お い て は Ｈ１

８／７月 時点 で上記 各用 途 で水 面 に至り平均 で０％ から＋ 指 向となっています。とくに名 古屋 市都 心の摩 天楼（スカイス

ルイパー）出 現を中心として一 部の 変動 率 はバブル 並で、住 宅 地も地下鉄 の延伸 に伴 いその 沿線 では一時 マンション

はラッシュ並。 工業 地にお いては特 に名 古屋圏 の好 調な経済 に支えられ 大規模 工 場・倉 庫の 建設が増 加し、ともに変

動 率は 強含 みで す。

上のトレンド・ラインを見ただけでも、この 先急 激な下 落は 考え 難いようにうかがえます。最 近のトレンドの 背景 にある

ファンド等不 動 産 証 券化 の存 在 は無 視 できない 大きな要因としてあ げられ、不 動 産が金 融と合体した商品 ＝ 金 融商

品 には すで にグローバ ル・マネー の洗 礼を免 れない宿 命を受け入 れざるをえません。 米のサブ プライム 問題（債 務の

証 券化 及 び再 証 券化）が 久しぶりに世界 経済 に大きなボディブローを食らわせたことは 何かこの先の 象徴 的な出 来事

のように思 えます。 幸いＦＲＢ等 の 応 急 処置 でりカバリーし、日 本 経 済 に与 えた悪 影 響も今となっては軽 微 に見えま

す。

日銀１０月 短 観 では大 企業を中 心として好調 持 続ながら中小 においてはコスト高等から不安 材料をあげています。

Ｓローンの返 還時期 が年 末 頃に再 来すること等 から一抹の 不安を払 拭できない様相もあります。


